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アメリカと日本ではインフレが違う  
 

アメリカの経済は需要が常に供給を上回るインフレ体質。  

日本は逆で常に供給が需要を上回るデフレ体質。  

従ってアメリカの最大インフレ要因は需要。  

日本の物価の最大インフレ要因はコスト。  

物価安定のためにはアメリカは輸入増（供給を増やす）による需給バランス、日本の場合

は輸出増（供給を減らす）による需給バランス。  

FRB の利下げは輸入コストを上げ、輸入量が減少するから需給バランスでインフレを煽

り、日銀の利上げは輸出コストを上げ、輸出量が減るから、需給バランスでデフレ化する。  

いまやっていることは FRBは利下げ、日銀は利上げ。  

一体 FRBと日銀は何を考えているのか？  

高市新自民総裁は、「今、利上げするのはあほやと思う。長いデフレに戻る不安がある。」

と言い、さらに「日本の物価は（アメリカと違って）コスト高による」と言った。  

実に見識のある発言だ。  

ブレーンが優秀なのかも知れないが、「早苗は大したもんだ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 
事前にマスダU.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 

時事評論家 増田俊男 

大好評配信中！増田俊男の「インターネット目からウロコの増田塾」 
いつでも繰り返し何度でも視聴可能！ 
皆様からのご要望にお答えし、「株式指南」を継続的に配信するコンテンツをスタートします。 
是非、この機会にお申し込みください。 
【配信予定内容】〇損をさせない「早朝株式指南」〇本日の世界政治・経済情勢の裏（真実） 
★いつでも繰り返し何度でも視聴可能。ご視聴方法：PC・スマートフォン・タブレット ※Youtube の
視聴環境が必要となります。詳しいご案内、お申込みについてはマスダ U.S.リサーチジャパン株式
会社（FAX：03-3956-1313、HP：http://chokugen.com/ ）まで。 
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フリガナ

お名前 振込名義
※銀行振り込みの場合のみ。カタカナでご記入下さい。

お申込み冊数 冊

〒

住所 （会社 ・ 自宅）

会社名

TEL FAX

ご希望のプランへ　　　をお願いします。
（※プランの選択がない場合は発送できませんので必ずチェックをお願いします。）

レ

単品 ：郵便代引き（1冊購入の場合、お受取の際に局員へ￥6,580お支払い下さい。）
※送料 +代引き手数料＝￥780 が単価に加算されます。

単品 ：銀行振込（1冊毎のご購入の場合、￥5,980 （送料込み） をお振込み下さい。）

12 冊定期購読 ：銀行振込（総額￥69,696 ⇒ ￥58,300）

6 冊定期購読 ：銀行振込（総額￥34,848⇒ ￥30,500） ｝

●発送は、着金確認後に普通郵便にて発送いたします。
　お届けまでに 2～ 4営業日程かかります。
●お振込み後のキャンセルは出来ませんので予めご了承下さい。

＊Ａ５サイズ
＊20 ページ
＊専用質問フォーム付き

さらに送料無料！
手間なし！優先発送！

\5,800（税込み）⇒ 銀行振込み \5,980
郵便代引き \6,580
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送料 ・税込（ ）

商品価格

★海外発送承ります。 （送料別途）

【お振込先】みずほ銀行　池袋西口支店　当座　０１０６５４４　マスダユーエスリサーチジャパン （カ
※振り込み手数料はお客様負担となります。

※振り込み控えを持って領収書に代えさせていただきます。

マスダ U.S. リサーチジャパン株式会社
info@chokugen.com

適格請求書が必要な場合は□にチェックをお願いします。 　□　必要

大好評発売中！

増田俊男の小冊子 Vol.152

★ネットのみクレジット決済対応。HPからお申込み下さい。http://chokugen.com/
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戦後 80年のアメリカと日本
第1章　戦後 80年の歴史に終止符を打つアメリカ
第 2章　トランプと習近平の同床異夢
第 3章　基軸通貨ドルはローカル通貨になるか
第 4章　日本は「君子危うきに近寄らず」を通せるか
第 5章　日本は恵まれた民族


